
第５学年算数科学習指導案 

                          日 時 平成２３年１０月２６日（水）５校時 

                        児 童 男子１８名 女子８名 計２６名 

                指導者 後 藤 順 子 

 

１ 単元名  分数と小数  「分数と小数，整数の関係を調べよう」 

 

２ 単元の目標 

  分数の見方や表し方及び分数と小数，整数の関係について理解し，分数についての理解を深める。 

【関心・意欲・態度】 ・整数の除法の商を分数で表わせることのよさに気づき，分数と小数，整数を  

           相互の形で表し，学習に用いようとする。 

【数学的な考え方 】 ・分数と整数，小数は，表し方は違っても数としては同じものを表しているこ                   

こ                  とをとらえることができる。 

【  技  能  】 ・ａ÷ｂをａ／ｂ，ａ／ｂをａ÷ｂとみたり，分数を小数で表したり，小数，                 

を                  整数を分数の形になおしたりすることができる。 

【  知識・理解 】  ・整数の除法の結果は分数を用いると１つの数で表せることや，分数と整数の          

           関係を理解する。 

 

３ 単元について 

（１）教材について 

   本単元は，学習指導要領第５学年算数科の内容「Ａ数と計算」（４）「分数についての理解を深め

るとともに，異分母の分数の加法および減法の意味について理解し，それらを用いることができる

ようにする。ア 整数及び小数を分数の形に直したり，分数を小数で表したりすること。イ 整数

の除法の結果は，分数を用いると常に一つの数として表すことができることを理解すること。」と

「Ｄ数量関係」（２）「数量の関係を表す式についての理解を深め，簡単な式で表されている関係に

ついて，二つの数量の対応や変わり方に着目できるようにする。」を受けて設定している。 

   児童はこれまで，小数については加減計算，１０倍，１００倍，１／１０，１／１００にした時

の位の移り方を学習してきている。また，分数については真分数，仮分数，帯分数の意味，同分母

の加減計算などを学習してきている。商の表し方については，整除されない場合に余りを出したり，

小数点以下までわり進んだり，ある位で四捨五入したりしてきている。そして，本単元の学習が，

第６学年の分数の乗除計算へとつながっていく。 

   これらをふまえて本単元では，分数の意味として，２つの整数ａ，ｂ（０でない）についてａ÷

ｂの商がａ／ｂという分数で表されること（商分数），またａ／ｂは，ａ÷ｂの結果を表すことを

扱う。商を分数で表すことによって結果の処理が簡単になり，どんな場合でも結果を正確に表すこ

とができ，分数で商を表すことのよさが実感できる教材である。小数，分数，整数の相互関係に着

目させることにより，数の概念の理解を一層深めていく。整数，小数を分数になおしたり，分数を

整数，小数になおしたりすることを通して，分数，小数と整数を数として統合的にとらえるように

していくことをねらいとしている。 

 

（２）児童について 

    課題に対して真面目に取り組む児童が多いが，積極的に発言する児童は少ない。また，発言して

も声が小さかったり，最後まで自分の考えを言えずに途中であいまいになったりすることがある。 

   ノートに書く活動は，一人学びの段階で自分の考えを書ける児童がほとんどである。しかし，なか

なか自分の考えがまとまらなかったり，作業に時間がかかったりする等，時間内に書き終わらない

児童もいる。ふり返りの活動では，友達の考えや教師の説明を聞いて，そのよさやわかったことを

自分なりに書き加えられる児童も数人いる。 

    本校独自の「算数の気」意識調査の結果は次の通りである。「算数が好きですか。」に対して「と

ても好き」「かなり好き」「好き」が８０％であった。理由としては，「計算や図形の問題を解くの

が好きだから」が多く，次いで「答えの出し方を考えるのが好きだから」や「だんだん分かってき



て楽しいから」という答えだった。「自分の考えを書いたり，発表したりすること」に対しては，「と

ても好き」「かなり好き」「好き」の児童が５４％で，約半数の児童が「好きでない」という結果だ

った。このことから，自分の考えを書くことはするが，それを発表することは苦手としていること

がわかる。考えられる原因としては，発表の具体的な仕方がよくわからない，恥ずかしい，自信が

ないではないかと考えられる。 

レディネステストの結果は次の通りである。 

             問 題 の ね ら い   正答率 

１ 分数の意味がわかっている。 ７０％ 

２ 等分除の場面をとらえて，除法の立式ができ商を小数で表すことができる。    

式・答え 

７０％・５４％ 

３ 比較量と基準量をとらえ，小数の倍を求めることができる。  式・答え ９６％・８３％ 

４ １／１０を単位とした分数と，小数との対応関係がわかっている。 

① ② ③（分数を小数に，小数を分数にする。） 

① ４２％  

② ５０％③ ３３％ 

５ 整数の除法の商を分数で表すことができる。  （未習内容） ①  ② ① ２５％②１３％ 

上記の結果から，小数を分数に，分数を小数にするという対応関係の理解が不十分であるという

ことが分かる。既習事項である分数の表し方やその意味の理解を確認し，本単元の学習に活用でき

るようにしていく必要がある。 

 

（３）指導にあたって 

  ○一人学びの工夫 

    本単元では，整数の除法の商は，整数や小数では正確に表せない場合があるが，分数によって正

確に表すことができること，さらに整数，小数，分数の関係をさぐりながら分数に対しての理解を

深めていくことを内容としている。その際の理解を助けるものが１リットルます図や線分図，数直

線である。一人学びの段階では，既習事項やツールボックスをもとに課題解決に取り組ませるとと

もに、１リットルます図や線分図，数直線をもとにしながら考えさせていく。 

○学び合いの工夫 

一人学びでノートに表現した自分の考えを実物投影機を通して発表させ，全体の学び合いにつな

げていきたい。発表する時には，１リットルます図や線分図，数直線と式を結びつけるよう意識さ

せていく。発表の中で誤答やつまずきがみられる時には，図に振り返って考えさせ，みんなで考え

ていくようにしていく。また，数直線等を活用しながら，整数と小数，分数の相互関係をとらえさ

せ，分数についての理解を深めていく。 

○個に応じた机間指導・支援 

   一人学びの段階で，つまずいている児童に図を中心に考えさせたり，色で識別させたりするよう

声がけをし，自分の考えをもてるようにしていく。ノートに自分の考えを表現した児童には，考え

の根拠を尋ねたり，わかりやすいような説明になるよう指示したりして，発表の質を高めていきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 単元の系統 

4 年  ５年  ６年 

     

⑦ 小数のしくみ 
 

 
①整数と小数  ③分数のかけ算 

・小数の位取り（１／１０００の位までの小数）  ・整数，小数の十進数として統一   ・乗法が分数の場合の 

・小数を１０倍，１／１０にした時の位の移り方  ・整数，小数を１０倍，１００倍，１／１０，    乗法の計算 

・小数の加減計算  １／１００にしたときの位の移り方     

 

 
 

 
 

  

⑫分数  ⑧ 数と小数  ④分数のわり算 

・真分数，仮分数，帯分数の意味  ・商としての分数の意味   ・除法が分数の場合の 

・仮分数，帯分数の関係  ・分数倍の意味    除法の計算 

・大きさの等しい分数  ・分数，小数，整数の相互関係   

・分数の加減計算      

     

  ⑩分数のたし算とひき算   

  ・同値分数のつくり方   

  ・「約分」「通分」の意味   

  ・異分母の分数の加減計算   

  ・分数と小数の加減混合計算   

  ・分数を用いた時間の表し方   

 

 



５全体指導計画（7 時間） 

 

 

 

 

 

時     目  標   学 習 活 動     おもな評価規準 

①�  わり算と分数  【３時間】 

１ 

 

 

２ 

 

本 

時 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

１   

 

 

 

 

 

 

２ 

  

 

 

３ 

 

 

 

 

 

○ 

 

１ 

プロローグ ○除法と小数，分数の関係についての既習の内容を振り返り，分数の表し方やその意味につ

いての興味・関心を高めるようにする。 

○整数の除法の商は分数を用い ･２Ｌのジュースを３等分すると 関整数の除法の計算でわり切れない 

 て表せることを理解する。   １つ分は何Ｌになるか考える。  ときも，その商を分数を用いて表                           

               ・２÷３の商を小数で表す。    せることのよさに気づいている。 

               ・整数の除法の商は分数で表すこ 

                ができることをまとめる。   技整数の除法の商を分数で表した 

                                り，分数を整数の除法の式で表 

                                したりすることができる。 

○分数倍の意味について理解す ・「算数のおはなし」を読み分数  考分数倍の意味について，既習の整  

る。              について理解を深める｡     数倍や小数倍の意味と関連づけて 

              ・４ｍ，２ｍは，３ｍの何倍にあ  考え，説明している。 

                たるか考える。        

・基準量，比較量がどれかをとら 知分数倍の意味を理解している。        

えて立式し，答えを求める。             

               ・倍を表す数に分数を使うことが  

                あることをまとめる。 

分数と小数，整数の関係 【３時間】 

 

○整数の除法の商を小数と分数 ・３÷５の商を分数と小数で表し  技分数を小数や整数になおすことが 

 で表すことを通して，それら  0.6 と 3/5 が等しいことを数直  できる。 

 は等しいことを理解する。   線で確かめる。 

               ・3/4 ，2/9 を小数になおす方法 

○分数を小数になおす方法を理  を考える。 

 解する。          ・分数を小数になおす方法をまと 

                める。 

○小数を分数になおす方法を理 ・0.3， 0.09， 0.57 を分数にな 技小数を分数や整数になおすことが 

 解する。           おす方法を考える。        できる。 

               ・小数を分数になおす方法をまと 

める。 

○整数を分数になおす方法を理 ・４，１２を分数になおす方法を 技整数を分数になおすことができる 

 解する。           考える。             

○分数と小数を同一数直線上に ・整数を分数になおす方法をまと 知分数と小数を同一数直線上に表し 

表して，大きさを比べること    める。             して大小を比べる方法を理解して    

 ができる。         ・４／５，0.7 について，分数を   いる。 

                小数になおしたり，数直線上に               

               表したりして大小を比べる。 

まとめ 【１時間】 

 

○学習内容の定着を確認し，理 ・「しあげの問題」に取り組む。 知基本的な学習内容を身につけてい 

解を確実にする。                       る。 



 

６ 本時の指導 

（１） 目 標 

   整数の除法の商は，分数を用いて表せることを理解する。 

（２） 本時の指導について 

   ○一人学びの工夫   

本時では，除法の商を表すための方法として、分数を用いるという新しい意味づけによる分数を

学習内容とする。一人学びの段階では，既習事項を基に，１リットルます図に入れたジュースのか

さに色をつけたり，言葉や計算等を使ったりして自分の考えをまとめさせていく。その際，「１／

３のいくつ分」を基にした考え方を常に意識させていく。 

○学び合いの工夫 

実物投影機を活用し，ノートにかいた自分の考えを発表させる。学級全体に考えが深まるように，

考えの根拠や気づいたことについて，１リットルます図との関連も図りながら話し合わせていく。

また，１÷４，２÷３の商について小数で表した場合と比較しながら分数で表したよさに気づかせ

ていく。 

   ○個に応じた机間指導・支援 

一人学びの段階で，１リットルます図にかき込みながら，できるだけ自分の言葉で考えをまとめ

させていく。活動の中で「１／３のいくつ分」を基にした考えや，分数は整数の除法の商であると

いう新しい見方に気づいていたら，その気づきや発見に赤ペンを入れて，発表の意欲につなげてい

く。まとめの段階では，自分の考えを見直し修正したり，友達の考えのよさを取り入れたりして自

分のノートをまとめさせていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３） 展 開 

 

段階         学 習 活 動   指導上の留意点  評価 
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１２ 

 分 

 

 

 

 

見 

通 

す 

 

５分 

 

 

や 

っ 

て 

み 

る 

 

 

 

 

 

 

  

１ 問題を把握する。 

  

 

 

○１Ｌを４人で等分すると，１人分は何Ｌ 

ですか。 

式 １÷４＝０．２５，１÷４＝１／４ 

  

答え ０．２５Ｌ   １／４Ｌ 

 ・答えは小数でも分数でも表せる。 

○２Ｌを３人で等分すると，１人分は何Ｌ 

 ですか。 

 式 ２÷３＝０．６６… 

 答え ０．６６…Ｌ 

・１÷４の時はわりきれて０．２５や１／４

で表せたが，２÷３の時は０．６６…と，わ

りきれない。 

○わりきれないので，どうしたらいいです

か。  

 ・分数で答えられるのではないか。 

２ 課題を把握する。 

 

 

 

３ 解決の見通しを立てる。 

  

 ○何を使って考えますか。 

 ・１リットルます図 ・言葉 ・計算 

 ○どう考えますか。 

 ・３等分する ・1/3 にする 

 

４ 問題について解決を図る。（一人学び） 

 ○１Ｌのますに､線をひいたりジュースの量

に色をつけたりしましょう。言葉を書き込

んで自分の考えをまとめましょう。   

・図と言葉      

  １Ｌ  １Ｌ           １Ｌ 

  

 

 ２÷３＝２／３ 

 １Ｌを３等分した１こ分は１／３Ｌ。 

２Ｌを３等分した１こ分は，１／３Ｌの２こ

分になる。 

 ・式 

  1/3+1/3=2/3 

  答え 2/3L 

・最初に「１Ｌを 4 人で等分する」問題を出

し，１／４Ｌと０．２５Ｌが同じ量を表して

いることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・次に２Ｌ，３人に数字を変えて本時の問題

提示をする。 

・１Ｌます図をかかせ考えさせる。 

 

・２÷３はわりきれない，小数で表せないこ

と 

 に気づかせる。 

 

 

・既習で，商は分数でも小数でも表すことが

できることを学習しているので，「分数でや

れるのでは」という課題意識をもたせる。 

 

 

 

ツールボックスから，引き出させる。 

 

 

 

 

 

 

・１リットルます図に言葉や線をかき込ませ

ながら考えさせる。 

・机間指導を行いつまずいている児童には，

声 

 がけをしながら解決させる。 

 

 

・図だけできた児童には，図と言葉で説明で

きるように言葉を書き込ませる。 

 

 

・早くできた児童には，気づいたことを考え 

 させる。 

 

２÷３の商を分数で表す方法を考えよう。 

□Ｌのジュースを□人で等分すると 

１人分は，何Ｌですか。 

使うツール 

「１リットルます図」「言葉」「計算」 

考え方のツール 

「１／３のいくつ分」  



や 

っ 

て 

み 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

  

５ それぞれの求め方を発表し検討する。     

（学び合い） 

 ○自分の考えを説明する。 

  

＜図と言葉＞ 

 

①   

 

（1/3Ｌと 1/3L で 2/3L  ）  

 

②  

 

  

   (2L の 1/3 は 1/3Ｌが２つで 2/3L )    

③ １Ｌを３等分すると 1/3L になる。さらに

もう１つ３等分すると 1/3L。1/3Ｌと 1/3 

Ｌをたして 2/3L 

 

 ＜計算＞ 

  １／３+１／３＝２／３ 

  答え ２／３Ｌ 

 

 ○商を分数で表し，気づいたことを話し合う。 

 ・小数では表せないが，２／３と分数で表す

ことができる。 

 ・簡単に答えが出せそう。 

 

６ 類似問題に取り組む。 

 ○４Ｌを３人で等分すると，１人分は何Ｌ 

  ですか。 

 

 

 

式 ４÷３ 

  答え ４／３Ｌ 

 

 

 

７ 式と商の関係を話し合う。 

○式や答えを見て，気がつくことはありませ

んか。 

１÷４＝１／４   

２÷３＝２／３   

４÷３＝４／３   

・わられる数が分子で，わる数が分母になって 

いる。 

・分子÷分母になっている。 

  

 

８ 課題のまとめをする。 

・実物投影機で映し説明させた後，１人分の量

が理解できるように教師が実際に操作してみ

る。 

・つまずきがあった時は，１リットルます図を

手がかりにみんなで考えていく。 

・発表を聞きながら，自分の考えと比べたり，

発表のよさに着目させたりする。 

 

・１／３Ｌがいくつ分あるかという考え方で求

めていることを確認させ，答えが 2/3Ｌになる

ことをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

・２÷３の答え 0.66…と２／３を比較させ，小

数で表せなくても分数で正確に表せることの 

 よさに気づかせ便利さを実感させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４÷３の商も小数では正確に表せないことを

確認しておく。 

・図を使って答えが４／３Ｌになることを確認

させる。 

 

 

 

 

・１／３Ｌが４つで４／３Ｌであることをおさ

える。 

 

・わられる数が分子で，わる数が分母になって 

いる関係をおさえさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

関小数で表せなくても分数を用いて表せ

ることのよさに気づいている。 

 （学習活動の観察・ノート） 



 

（４）板書計画 

 まとめ 

 

 

 

 

   

・記号と言葉を使った式でまとめさせる。 

 

・分子÷分母にもふれる。 

ま 

と 

め 

る 

 

 

 

１３ 

 分 

９ 問題を解く。 

 ・まとめをもとに問題を解く。 

 

 

 

 

 

１０ 振り返りをする。 

・机間指導を行い，つまずいている児童には 

 声がけをする。 

 

 

 

 

 

・自分の考えを見直し修正したり，友達の考え

のよさを取り入れたりして自分のノートをま

とめ発表させる。 

整数どうしのわり算の商は，分数で表すことができます。 

□÷○＝ 

分子  

分母 

技整数の除法の商を分数で表したり，分

数を整数の除法の式で表したりする

ことができる。（ノート・発表） 

 

１０／２６（水） Ｐ１０７     

問題             課題              まとめ 

 

 

 

              考え方ツール「1/3のいくつ分」 

              使うツール「１リットルます図」「言葉」 

              児童の考え 

 

① 式 １÷４＝０．２５ 

     １÷４＝１／４ 

答え ０．２５Ｌ（1/4Ｌ）                

                                問題 

② 式 ２÷３＝０．６６・・・                 ５÷４＝     ４÷５＝ 

小数では正確に表せない。                    ①６÷７    ②５÷１２ 

③式 ４÷３＝1.33…       ③１１÷１７  ④９÷２ 

答え 4/3Ｌ             ⑤ ＝５÷   ⑥ ＝ ÷４                    

                                      ⑦  ＝÷２   ⑧ ＝２÷ 

1÷4=1/4             ⑨   ＝÷６    ⑩  =  ÷１９ 

                2÷3=2/3      0.66…       

                                4÷3=4/3   1.33… 

 

    

                             


